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午後２時０７分 開会 

○議長（藤浦 誠一） 

△開会 

出席議員が定足数に達しておりますので、これより平成３１年第１回飯塚地区消防組合議会

定例会を開会いたします。 

△会期の決定 

会期の決定を議題といたします。おはかりいたします。本定例会の会期は、２月２１日、一

日といたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、２月２１日、一日と決定いたしまし

た。 

△行政報告及び提出議案説明   

行政報告及び提出議案説明に入ります。 

組合長の行政報告及び提出議案の説明をお願いいたします。片峯組合長。 

◎組合長（片峯 誠） 

本日、平成３１年第１回消防組合議会定例会を招集するにあたり、昨年１２月の定例会以降、

本日までの事務事業の大要を報告し、審議の参考に供します。 

はじめに、管内における平成３０年中の火災、救急等の発生状況について報告いたします。 

火災件数は、７２件で、このうち建物火災２９件、同焼損面積１，４９４平方メートル、建

物火災の損害額は９，２４１万２千円となっております。死傷者については死者１人、負傷者

３人となっております。 

これを前年と比較しますと、建物火災件数１件の増、同焼損面積１８１平方メートルの減、

火災損害額９７４万円の増、死者は２人の減、負傷者は４人の減となっております。 

次に、救急出動件数は９，９６９件、救急搬送人員は９，１０１人で、これを前年と比較し

ますと、救急出動件数２１０件の増、救急搬送人員３８人の増となっております。 

次に、救助出動件数は１４４件で前年と比較し４０件の増となっております。 

以上が管内における平成３０年中の火災、救急等の発生状況でありますが、今後とも火災の

予防、警防並びに諸災害の防除に全力を傾注してまいる所存であります。 

次に、事務事業の進捗状況につきましては、全国一斉の「文化財防火デー」行事の一環とし

て、管内の文化財等での総合訓練並びに１２箇所の文化財防火査察を実施し、貴重な国民的財

産等の防火点検並びに防火意識の高揚に努めました。 

また、火災予防広報につきましては、組合管内の小学校六年生を対象にした防火ポスターコ

ンクールを実施し、飯塚美術協会のご協力を得て、管内の２８校から応募された１，３１９作

品のうちから、６４点の入選作品を決定いたしました。 

なお、最優秀作品１点については、飯塚地区消防組合のオリジナル防火ポスターとして作成
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し、管内事業所等に配布するほか、入選作品については、３月１日から３月７日までイオン穂

波ショッピングセンターにおいて、防火ポスター展を開催する予定であります。 

以上が昨年１２月消防組合議会定例会以降、本日までの事務事業の大要であります。 

次に、これより本消防組合議会に提案いたします議案について申し上げます。 

今議会に提案いたします議案は、「平成３１年度予算」及び「福岡県市町村職員退職手当組

合を組織する地方公共団体の数の増減及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更」の２件

であります。 

はじめに、議案第１号、平成３１年度予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ５

０億６，８０９万７千円と定めております。 

次に、追加議案といたしまして、議案第２号、福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地

方公共団体の数の増減及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更は、加入団体を脱退及び

加入させるとともに、規約を変更するものであります。 

議案の内容は、担当者から説明させますので、よろしくご審議のうえ、ご議決いただきます

ようお願いを申し上げまして行政報告及び提出議案の説明を終わります。 

○議長（藤浦 誠一） 

次に、「平成３１年度施政方針」の説明を求めます。片峯組合長 。  

◎組合長（片峯 誠） 

平成３１年度予算案を提出するにあたり、施策に対する基本方針と予算の概要について申し

述べ、議員各位のご協力とご理解を得たいと存じます。 

我が国の経済状況は、昨年１２月の月例経済報告で「景気は緩やかに回復している。先行き

については、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が

続くことが期待される。ただし、通商問題の動向が世界経済に与える影響や、海外経済の不確

実性、金融資本市場の変動の影響に留意する必要がある。」とされており、長期的には景気回

復が期待されるものの、海外の景気や金融資本市場の不安定な状況は依然として続くものと考

えられ、消防組合を構成する各市町においても、依然として、景気の回復による財政状況の急

速な改善を見込むのは難しいと考えられます。 

消防組合の財政状況につきましては、組合を構成する各市町の人口減が進む中、飯塚市、嘉

麻市では市町村合併に伴う地方交付税の特例算定が期限を迎え、平成２８年度から地方交付税

の合併算定替の縮減が始まっていることから、構成市町からの負担金を主な財源とする消防組

合の財政状況につきましても、一層厳しくなってきておりますが、このような厳しい財政状況 

にありましても、消防の第一の使命である住民の生命、身体及び財産を守り、「安全・安心な

地域社会」を目指す努力は変わるものではありません。 

また、飯塚地区消防組合が進めております「飯塚地区消防組合基本計画」も大詰めを迎え、

平成３１年度は飯塚消防署、桂川分署及び岩崎出張所の建設に着手いたします。厳しい財政状

況の中にあって、これまでにない投資的経費を必要としますが、住民の立場に立った「より良

い財政運営の確立」を念頭に、その必要性効果を十分に見極めたうえで、再度精査し厳しく取
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捨選択を行いました。 

 このような方針に基づき編成いたしました平成３１年度予算の総額は、５０億６，８０９万

７千円で平成３０年度当初予算と比較しますと、伸び率８３．３５％の増となっております。 

 この前年度と比較した大幅な予算の増額は、只今ご説明いたしました、新庁舎建設事業に伴

う費用を計上したことによるものであります。  

 まず、歳入の主なものは、各市町から分賦していただきます分担金及び負担金２０億８，９

１９万８千円、構成比４１．２２％、庁舎建設等に充当します財源として２１億２，４８０万

円、構成比４１．９３％であります。 

 次に、歳出の主なものは、人件費１９億１，２６６万６千円、構成比３７．７４％、物件費

１億３，８３５万１千円、構成比２．７３％及び投資的経費２９億１，９１５万２千円、構成

比５０.６０％等であります。 

 その他、財政の弾力的運用が図られるよう調整的なものとして、３００万円を予備費に計上

いたしました。 

 次に、主な施策の概要について申し述べます。 

第１に、飯塚地区消防組合組織再編実施計画の進捗状況についてでありますが、昨年４月の

庄内元吉出張所の開庁に続き、嘉麻市大隈町に建設中でありました嘉麻分署が１２月２１日に

竣工し、今年３月から試行運用を行った後、４月１日から正式に業務を開始する予定でありま

す。地域に愛される消防を目指し、今後も関係者並びに地域の皆さまのご理解ご協力を頂きな

がら、組織再編計画を滞りなく進めて参ります。 

 第２に、消防防災体制の強化についてであります。一昨年の九州北部豪雨や昨年の平成３０

年７月豪雨のように、かつて私たちが経験したことのないような甚大な被害を伴う災害が、毎

年のように全国各地で発生しております。このような災害に対し、住民の尊い生命・身体・財

産を守るため、消防本部内の訓練はもとより、緊急消防援助隊の九州ブロック合同訓練及び福

岡県総合防災訓練等への参加を通じて、消防機関相互の広域応援体制の連携を図るとともに、

地域防災組織の中核である消防団との協力体制の一層の強化に努めて参ります。 

 第３に、救急業務の高度化についてであります。救急業務での救命効果の向上を図るため、

年次計画に基づき救急救命東京研修所及び九州研修所の救急救命士養成課程に各１名、福岡県

消防学校の救急救命士処置拡大講習に1名、救急科に４名を入校させます。また、救急救命士

１４名に飯塚病院での院内研修を実施し、救急隊員の資質の向上を図るほか、医療機関等との

密接な連携に努め、救急業務の高度化に積極的に取り組んで参ります｡ 

第４に、住宅防火対策の推進についてであります。住宅火災は、１０年前と比較しますと全

国的にみて約３０％の減少、犠牲者につきましては約２３％の減少と、減少傾向が続いており

ます。しかしながら、住宅火災による死者は年間９００人弱という高い数値で推移しており、

この死者のうち約７割が６５歳以上の高齢者であることを踏まえますと、今後さらに高齢化が

進むことに伴い、住宅火災における高齢者の死者数の増加が懸念されております。このことか

ら、住宅火災による犠牲者の減少に向け、高齢者世帯を中心とした住宅の防火診断及び自治会
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等での防火講話を通じて、住宅防火意識の普及啓発に努め、住宅用火災警報器の設置推進及び

高齢者等の災害弱者に配慮した住宅防火対策を各市町の担当部局及び関係機関と密接に連携を

取りながら進めて参ります。 

 以上、施策の概要と所信の一端を述べ審議の参考に供し、重ねて議員の皆様のご協力をお願

いする次第であります。 

○議長（藤浦 誠一） 

議案第１号「平成３１年度飯塚地区消防組合予算」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。鬼丸消防長。 

◎消防長（鬼丸 德寿） 

議案第１号「平成３１年度飯塚地区消防組合予算」について、ご説明申し上げます。お手元

の、平成３１年度飯塚地区消防組合予算書の１ページをお開き願います。 

まず、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ、５０億６，８０９万７千円で、

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、２ページ・３ページ、第１表、歳入歳

出予算のとおりでございます。次に、第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌

年度に繰越して使用することができる経費は、４ページ、第２表繰越明許費のとおりでござい

ます。次に、第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことができる地方債

の起債の目的、限度額、起債の方法、利率、及び償還方法は、４ページ、第３表、地方債のと

おりでございます。次に、第４条、地方自治法第２３５条の３、第２項の規定による、一時借

入金の、借入れの最高額は、１億３千万円といたしております。 

 予算の内容につきましては、歳入歳出予算事項別明細書により、ご説明いたします。 

６ページをお開き願います。それでは、２．歳入からその主なものについて、ご説明いたし

ます。まず、１(款)分担金及び負担金、１(項)負担金、１ (目)組合費負担金、２０億８，３

９９万２千円、前年度比、１億１，５４７万８千円の減、５．２５％の減額となっております。

減の主な理由は、飯塚市、嘉麻市の合併特例算定加算額が、５０％から３０％に減額になるこ

とによるもでございます。なお、算定については、平成３０年度の消防単位費用１１，３００

円を基に算出いたしております。次に、２(目)防災行政情報通信ネットワーク再整備事業、構

成市町負担金、４６２万８千円につきましては、平成２９年度から平成３１年度までの３カ年

度計画に基づき、平成３１年度分を計上いたしております。次に、３（目）、施設整備事業構

成市町負担金、５７万８千円は、平成３０年度に防災対策事業として実施いたしました、指令

設備中間更新事業債の地方交付税措置分を、平成３１年度から１０年間にわたり各市町からご

負担いただくものであります。なお、各目の各市町の負担金額は、説明欄記載のとおりでござ

います。 

次に、２(款)使用料及び手数料、１(項)使用料、１ (目)総務使用料、１万６千円、前年度

比、２千円の減となっております。次に、２(項)手数料、１(目)消防手数料、１２０万５千円、

前年度と同額を計上いたしております。 

次に、３(款)財産収入、１(項)財産運用収入、１(目)財産貸付収入、２０６万２千円、前年
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度比９２万２千円の増、これは、庁舎に設置する自動販売機の建物貸付料を昨年４月に新たに、

３カ年契約をいたしましたので、計上いたすものでございます。次に、２(目)利子及び配当金、

８４万４千円、前年度比４５万１千円の減、説明欄記載の各種基金の運用利子を計上いたして

おります。次に、２(項)財産売払収入、１(目)不動産売払収入１，５７８万６千円は、本年４

月に嘉麻分署の開庁に併せて、閉庁する嘉穂派出所、碓井派出所の売払い収入を計上いたすも

のでございます。２(目)物品売払い収入は、不用品の売払いが未定でございますので、存置科

目として計上いたしております。 

次に、４(款)繰入金、１(項)基金繰入金、１(目)消防庁舎及び職員公舎建設基金繰入金、７

億４，２１３万円、２(目)消防施設整備基金繰入金、６，００７万８千円は、庁舎建設費及び

消防ポンプ自動車２台の購入費として、３(目)、財政調整基金繰入金１９３万８千円は、財源

調整のために繰入れるものでございます。 

次に、５(款) １(項) １(目)繰越金、１５０万円は、前年度と同額を計上いたしております。 

６(款)諸収入、１(項)１(目)組合預金利子は、歳計現金預金利子を存置科目として計上いた

しております。次に、２(項)雑入、１(目)助成金交付金は、前年度と同額の２，８３０万円を

計上いたしております。次に、２(目)雑入、２３万８千円、前年度比８２３万１千円の減、減

の主な理由は、福岡県消防学校に、教官として２年間派遣していた、職員の任期が終了し、負

担金を減額するものでございます。 

 次に、７(款) １(項) 組合債、１(目)消防債、２１億２，４８０万円、前年度比、１７億６，

４９０万円の増、これは、庁舎建設費に充当するため、飯塚消防署、桂川分署、岩崎出張所建

設工事費の７５％を起債するものでございます。また、消防ポンプ自動車整備事業債は、消防

ポンプ自動車２台の購入費を充当分するため、事業費の３分の１を起債するものでございます。

以上が、歳入の主なものでございます。 

９ページをご覧ください。３.歳出についてご説明いたします。 

１(款) １(項) １(目)議会費は、前年度と同額を計上いたしております。 

次に、２(款)総務費、１(項)総務管理費、１(目)一般管理費、２，３１９万１千円、前年度

比１３９万３千円の増、その内訳は、１(節)報酬から１１ (節) 需要費までは、前年度とほぼ

同額を計上いたしております。次に、１２ (節)役務費、５８５万６千円、前年度比５６万３

千円の増、これは、国の通知により、隔日勤務職員の心電図検査を年２回実施することが必要

となったため、職員健康診断手数料を増額するものでございます。次に、１３(節)委託料、１，

２９３万３千円、前年度比、７６万３千円の増。次の１０ページをお開き願います。委託料の

増は、歳入でご説明いたしました、売払い予定の庁舎敷地の測量委託料を計上いたすものでご

ざいます。次に、１４(節)使用料及び賃借料３６４万９千円、前年度比３万９千円の増。次に、

１９(節)負担金補助及び交付金１３万３千円前年度比４万３千円の増。次に、２５(節)積立金、

１８万６千円、前年度比１万５千円の減でございます。 

次に２（款）総務費、２(項)１(目)監査委員費は、前年度と同額を計上いたしております。 

次に、３(款)１(項)消防費、１(目)常備消防費、２０億５，０９８万３千円、前年度比２，
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０４８万５千円の減、その内訳は、２（節）給料８億５，６９７万１千円、前年度比４８６万

７千円の減、減の主な理由は、一般職員２名の減と、再任用職員３名の減によるものでござい

ます。次に、３（節）職員手当等６億５５１万６千円、前年度比１，４７７万４千円の増、増

の主な理由は、今年、祝祭日が例年より４日増えますので、休日手当の増を見込んだものでご

ざいます。１１ページをご覧ください。４（節）共済費２億９，４１２万８円千円、前年度比

１８４万３千円の増、増の主な理由は、職員手当等及び共済費の給与の改定及び率の改正によ 

るものでござます。次に、７（節）賃金３９５万３千円、前年度比４万円の増となっておりま

す。以上、人件費は、再任用職員を含めた、職員２４３名、及び臨時職員２名分の人件費でご

ざいます。次に、８(節)報償費９７万２千円、前年度比、１万５千円の増。次に、９(節)旅費、

２４８万３千円、前年度比１２万７千円の増。次に、１１(節)需用費６，８４３万４千円、前

年度比、１４０万９千円の増、主な理由は、新庁舎建設に伴い光熱水費の増を見込んだもので

ございます。次に、１２(節)役務費１，８３９万５千円、前年度比、１９万７千円の増でござ

います。次の１２ぺージをお開き願います。次に、１３(節)委託料、２，７００万７千円、 

前年度比、４８５万２千円の減、これは今年、指令設備を中間更新したことにより保守費用の

一部が減額となることによるものでございます。次に、１４(節)使用料及び賃借料５６万円、 

前年度比、７万４千円の減。次に、１６(節)原材料費５万１千円は、前年度比３万８千円の減。 

次に、１８(節)備品購入費、５８３万９千円、前年度比、３２万９千円の増、資機材の整備

計画に基づき計上いたしております。１３ページをご覧ください。１９(節)負担金補助及び交

付金１億６，４９１万７千円、前年度比、２，９３７万１千円の減。減の主な理由は、説明欄

記載の退職手当組合負担金の率の見直しによるものでございます。次に、２２(節)補償補てん

及び賠償金、２５(節)積立金及び２７(節)公課費は、前年度なみの金額を計上いたしておりま

す。次に、２(目)消防施設費、２９億１，９７３万２千円、前年度比２３億４６７万１千円の

増、増額の主な理由は、歳入でもご説明いたしましたが飯塚消防署、桂川分署、岩崎出張所の

庁舎建設事業費を計上いたすものでございます。その内訳は、１２ (節)役務費、３万は、説

明欄記載の各種検査手数料でございます。次に、１３(節)委託料、４，１６４万７千円、その

内訳は、説明欄記載の、飯塚消防署、桂川分署、岩崎出張所工事監理業務委託料及び指令設備

再構築管理業務委託料を計上いたしております。次に、１５(節)工事請負費、２８億４７３万

円は、飯塚消防署、桂川分署、岩崎出張所建築工事費を計上いたしております。次に、１８

(節)備品購入費６，８２８万２千円は、歳入でもご説明いたしましたが、消防ポンプ自動車２

台の車両購入費を計上いたしております。次のページをお開き下さい。次に、１９(節)負担金

補助及び交付金４４６万３千円、その内訳は、説明欄記載の、飯塚消防署、桂川分署、岩崎出

張所水道納付金並びに事務費負担金でございます。次に、２５(節)積立金、５８万円は、説明

欄記載の消防庁舎、及び職員公舎建設基金積立金と消防施設整備基金の預金利子を、積立てる

ものでございます。次に、３（目）、広域災害対応費、１１５万４千円、前年度比７万６千円

の増、これは、国の方針として緊急消防援助隊を６，０００隊することが示されたため、飯 

塚地区消防本部から消火隊１隊を新たに登録したことにより、登録隊数が、指揮隊、救助隊、
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救急隊、後方支援隊、消火隊の計５隊となり、９（節）旅費から１４（節）使用料及び賃借料

までの経費について増額になったものでございます。なお、緊急消防援助隊につきましては、

国の方針として、今後も登録隊を増隊していくことが検討されていますので、当消防本部もそ

の対応について検討していくことが必要となっております。１９（節）負担金補助及び交付金

は、前年度と同額を計上いたしております。 

 次に、４(款) １(項) 公債費、１（目）元金、６，４５９万６千円、前年度比１，９３１万

円の増、２（目）利子、５２３万２千円、前年度比、９８万３千円の減でございます。 

次に、５(款)１（項）１（目）予備費につきましては、予備的費用として前年度と同額の３

００万円を計上いたしております。以上が、歳出予算の概要でございます。 

次の、１６ページ以下の給与費明細書及び地方債の現在高の見込みに関する調書につきまし

ては、説明を省略させていただきます。 

以上で、議案第１号、「平成３１年度飯塚地区消防組合予算」の説明を終わります。 

ご審議のうえ、ご議決賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（藤浦 誠一） 

提案理由の説明が終りましたが、質疑通告書の提出はあっておりませんので、質疑を終結い

たします。 

討論を許します。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。議案第１号「平成３１年度飯塚地区消防組合予算」を原案どおり可決する

ことにご異議ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案どおり可決されました。 

次に、追加議案としまして、議案第２号「福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公

共団体の数の増減及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。鬼丸消防長。 

◎消防長（鬼丸 德寿） 

議案第２号「福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び福岡県

市町村職員退職手当組合規約の変更」について、ご説明いたします。議案書の１ページをお開

き願います。 

本案は、平成３１年３月３１日限りで、ふくおか県央環境施設組合、飯塚市・桂川町衛生施

設組合、浮羽老人ホーム組合及び東山老人ホーム組合が解散により、福岡県市町村職員退職手

当組合から脱退すること。また、平成３１年４月１日から、ふくおか県央環境広域施設組合が

新規設置により、福岡県市町村職員退職手当組合に加入すること。これらのことに伴い、福岡

県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数を増減し、福岡県市町村職員退職手当
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組合規約を変更するため、地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

改正の内容につきましては、新旧対照表でご説明いたします。３ページをお開きください。 

 今回の改正は、まず別表第 1 におきまして、嘉穂郡の項中「ふくおか県央環境施設組合」及

び「飯塚市・桂川町衛生施設組合」を削り、「飯塚地区消防組合」の次に「ふくおか県央環境

広域施設組合」を加え、同表その他の項中「浮羽老人ホーム組合」及び「東山老人ホーム組

合」を削り、次に、次のページの別表第２におきまして、第１区の項中「浮羽老人ホーム組

合」を削り、同表第２区の項中「ふくおか県央環境施設組合」、「飯塚市・桂川町衛生施設組

合」及び「東山老人ホーム組合」を削り、「有明生活環境施設組合」の次に「ふくおか県央環

境広域施設組合」を加えるものでございます。 

なお、附則において、この規約は平成３１年４月１日から施行することとされております。 

以上で、福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び福岡県市町

村職員退職手当組合規約の変更の説明を終わります。 

ご審議のうえ、ご議決賜わりますようお願い申し上げます。 

○議長（藤浦 誠一） 

提案理由の説明が終りましたので質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

討論を許します。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。議案第２号「福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の

増減及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更」を原案どおり可決することにご異議あり

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案どおり可決されました。 

次に、一般質問ですが、一般質問の通告はあっておりませんので、一般質問を終結いたしま

す。 

次に、署名議員を指名いたします。８番坂口政義議員、９番兼本芳雄議員。 

以上をもちまして、議事日程のすべてを終了いたしましたので、平成３１年第１回飯塚地区

消防組合議会定例会を閉会いたします。 

お疲れ様でした。 

午後２時４３分 閉会 
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●出席議員 

（出席議員 １３名） 

１番 藤 浦 誠 一     ８番 坂 口 政 義 

２番 山 倉 敏 明     ９番 兼 本 芳 雄 

３番 梶 原 善 充    １０番 秀 村 長 利 

４番 原 中 政 廣    １１番  田 中 博 文 

５番 下 川 康 弘    １２番 道 祖   満 

６番 藤 伸   一    １３番 坂 平 末 雄 

７番 中 村 春 夫     

 

●職務のため出席した議会事務局職員 

   議会事務局書記       坂 田 潤 治 

       〃         徳 永 進一郎 

       〃         中 野 貴 博 

       〃         吉 田 達 郎 

       〃         利 光 良 平 

 

●説明のため出席した者 

組合長           片 峯   誠 

副組合長          赤 間 幸 弘 

副組合長          井 上 利 一 

消防長           鬼 丸 德 寿 

総務課長          笹 尾 清 隆 

予防課長          藤 川 伸 之 

予防課課長補佐       佐 藤 康 道 

警防課長          藤 川 啓 司 

警防課長補佐        高 岩 伸 親 

飯塚署長           大 谷 繁 憲 

山田署長          打 田 雅 彦 

桂川署長          横 江   浩 

飯塚署副署長        平 野 俊 之 

総務課長補佐        篠 崎 太 望 

総務課会計係長       和 多   良 

会計管理者         長 野 文 彦 

 

 


